
一般廃棄物処理基本計画（案）
（ごみ処理基本計画）

【 概 要 版 】

ごみを減らそう プロジェクト９７０
～　1 人 1 日あたりのごみ排出量 970g を目指します　～

平成２７年１１月　会津若松市

http://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/

会津若松市環境イメージキャラクター「エコまつ」
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１．計画策定の趣旨

１．計画策定の趣旨

◆　計画の位置づけ

『会津若松市一般廃棄物処理基本計画』は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃
棄物処理法」という。）の規定に基づき、一般廃棄物（ごみ）の発生・排出抑制と適正処理を進める
ために必要となる基本的な考え方や方向性を定めるものです。

また、計画の策定にあたっては、「会津若松市長期総合計画」や「会津若松市環境基本計画」
をはじめ、関連する計画と整合を図ることとします。

◆　計画期間及び対象地域

平成 28 年度～平成 37 年度の 10 年間を計画期間とし、会津若松市全域を対象地域とします。

◆　計画の改訂

近年、経済のグローバル化や少子高齢化の進展、インターネットの普及によるコミュニケーショ
ンの変化等により、私たちの消費のあり方や生活は日々変化し続けています。

このような社会経済状況の変化を踏まえ、また東日本大震災・福島原子力発電所事故の影響を
加味して市民の良好な生活環境を支え、より発展させていくため、将来目指すべきごみ処理行政
の姿を明らかにし、理念や目標の設定、実現のために重点的に取り組む施策等を整理するため
計画を抜本的に見直します。
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２．ごみ処理の状況

２．ごみ処理の状況

◆　ごみ排出量の現状

※平成 23 年度からは本市への避難者も含まれます。

◆　課題

①  ごみの減量化

► ごみの排出量は、平成 22 年度まで着実に減少していましたが、東日本大震災以降、増加に転
じました。平成 26 年度に減少傾向に戻りましたが、震災前の水準には達していないため、更なる
減量化に取り組む必要があります。

 ► リサイクルに比べリデュース（発生抑制）やリユース（再使用）の意識が低い傾向にあるため、リ
デュース・リユースの取組みを打ち出し、「減量化」の意識を浸透させることが重要です。

 ► 近年は、高齢社会の進行に伴う介護形態の変化や片付けごみの増加、或いは食品ロスといっ
た新たなごみ増加の要因も見られます。引き続き、社会の流れや制度を的確に捉え、効果的な施
策を検討していく必要があります。

②  リサイクル率

　 ► 近年、製品の種類や素材が多様化しているため、正しい分別方法やリサイクルルートを分かり
やすく紹介する必要があります。

　 ► 「燃やせるごみ」として排出されている「布」の多くは、分別によってリサイクルできる可能性が
あることから、集団回収や民間事業者との連携等により多様なリサイクルルートを設定することが重
要です。

　 ► 製造メーカーによる省資源化の努力によって、成果指標として設定している「リサイ クル率」の
成果として表れ難くなっています。このため、新たな指標により成果を図るべきと考えられます。
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３．新しい計画の基本方針、目標、施策等

３．新しい計画の基本方針、目標、施策等

◆　計画の基本方針

ごみの減量化に向け、以下の基本方針により取り組みを推進していきます。

◆　計画の目標 　～ ごみを減らそう！ プロジェクト 970  ～

平成 22 年度を基準年とし、そこから生活系ごみを 20％、事業系ごみは 30％の減量化を目指し

ます。

※1. 人口変動の影響を最小限とするため、一人１日あたりの量を基準としました。

※2. 東日本大震災の影響を勘案し、平成 22 年度を基準年度としました。

※3. 国の指針に基づき、統計指標を一部見直しました。（平成 22 年度実績を含む）
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① ２Ｒの推進
リデュース (発生抑制 )とリユース (再使用 )に力を入れ、ごみの発生抑制を実現する
ことで３ R 運動の更なる強化を目指します。

② 分別の徹底によるリサイクルの推進
リサイクルの推進により、ごみの最終処分量（埋立て量）の減量化を図り、ひいては
財政負担の軽減と自然環境の保全を図ります。
③ 相互理解の推進
市民一人ひとりが関心を持ち、日々の生活の中で実践していくため、対話の機会を増
やし、ごみ減量化に向けた相互理解を深めていきます。

① ２Ｒの推進
リデュース (発生抑制 )とリユース (再使用 )に力を入れ、ごみの発生抑制を実現する
ことで３ R 運動の更なる強化を目指します。

② 分別の徹底によるリサイクルの推進
リサイクルの推進により、ごみの最終処分量（埋立て量）の減量化を図り、ひいては
財政負担の軽減と自然環境の保全を図ります。
③ 相互理解の推進
市民一人ひとりが関心を持ち、日々の生活の中で実践していくため、対話の機会を増
やし、ごみ減量化に向けた相互理解を深めていきます。

種　別 指　標 目 標 値

ごみの総排出量 一人１日あたりの排出量 1,222g 970g

640g 480g

299g 200g

総リサイクル量 13,038t

平成22年度実績

ごみの資源化・
最終処分量の削減

生活系ごみ排出量（資源物を除く）
一人１日あたり

事業系ごみ排出量（資源物を除く）
一人１日あたり

13,000t以上



３．新しい計画の基本方針、目標、施策等

◆　ごみ減量化の施策

目標の実現のため、以下の施策に取り組んでいくこととします。
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３．新しい計画の基本方針、目標、施策等

◆　ごみ減量化の協働体制

ごみの減量化については、市民・事業者・市がそれぞれの立場で一体となって取組むことで最

大の効果が発揮されます。

　ごみ減量化の協働体制のイメージは次のとおりです。
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４．持続可能なごみ処理体制の構築

４．持続可能なごみ処理体制の構築

（1） 処理体制に関する基本方針

①  処理対象ごみ及び収集・運搬体制

　一般廃棄物は、「生活系」と「事業系」に区分され、それぞれ処理主体・方法が異なります。収集・

運搬計画は以下のとおりです。

生活系一般廃棄物

※　排出方法や収集日、分別の区分については、法令や本市のごみ減量化施策等をもとに適宜

検討を加え、毎年策定する「一般廃棄物処理実施計画」で定めることとします。

事業系一般廃棄物

②  中間処理及び最終処分

　本市ほか９町村で構成する一部事務組合「会津若松地方広域市町村圏整備組合」の施設によ

り処理・処分します。
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排出者 処理の主体 処理方法 分別の区分

市民 市
燃やせるごみ・燃やせないごみ・資源物に分
別し、収集日の当日、朝8:30までに
「ごみステーション」に出す。

７種14分別
燃やせるごみ、燃やせないごみ、
古紙類、かん類、びん類、プラス
チック類、粗大ごみ・リサイクル品

排出者 処理の主体 処理方法

事業者 事業者

・事業者自ら会津若松地方広域市町村圏整備組合の一般廃棄物処理場に
搬入する。

・市の許可を受けた一般廃棄物収集運搬業者に収集運搬を委託する。

「エコたん」
（福島県地球環境保全のマスコットキャラクター）



４．持続可能なごみ処理体制の構築

（2） ごみ処理の有料化

　今後のごみ排出量の推移等を見ながら、また、他市の状況等も参考にして、引き続き研究して

いくこととします。

（3） その他必要な事項（抜粋）

①  適正処理困難物.

　環境センターで処理できない廃棄物（適正処理困難物）については、販売事業者や製造事業

者に処理やリサイクルルートの確立を求めていくとともに、近隣の廃棄物処理事業者と連携して安

全・適正に処理できる体制を構築していきます。  

②  まちの美化

　環境美化推進協議会や生活環境保全推進員と協働して、市民一人ひとりの環境美化意識の啓

発を図ります。

③  不法投棄防止

　不法投棄監視員と連携して不法投棄の防止・監視体制の構築に努めるとともに、土地所有者等

に適正な管理を求めます。

④  災害廃棄物

　大規模災害により、災害廃棄物が発生した場合には、市が別途定める災害等廃棄物処理計画

並びに国・県の処理方針に従い、迅速かつ適切に処理を行い市民生活の早期復旧に努めます。
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５．計画の進行管理

５．計画の進行管理

施策を着実に推進してごみ減量化が達成できるよう、施策の進捗状況や目標に対する到達度

等を評価し、その結果を再度、施策・目標につなげる仕組み（ＰＤＣＡサイクル）を構築し、計画の

進行管理を行っていきます。

◆　計画策定 （Ｐｌａｎ）

　本計画に掲げた方針に従い、毎年度「一般廃棄物処理実施計画」を作成し公表します。

◆　取り組み（Ｄｏ）

　計画に示す取り組みを、市民・事業者とともに推進していきます。

◆　点検・評価（Ｃｈｅｃｋ）

　毎年、各施策の進捗状況や目標達成状況等について点検・確認を行い、公表していきます。ま

た、廃棄物処理運営審議会の意見や提言を踏まえ評価していきます。

◆　見直し（Ａｃｔ ion）

　点検・評価を基に、取り組み内容を見直し、次年度の実施計画に反映させます。
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５．計画の進行管理

◆　メモ

【概要版】【概要版】一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画）一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画）

～～ごみを減らそう！プロジェクト９７０ごみを減らそう！プロジェクト９７０～～

企画・発行：会津若松市 市民部 廃棄物対策課

〒965-0858会津若松市神指町大字南四号字深川西292番地の2

TEL.0242-27-3961 FAX.0242-29-1618

http://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/
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